
こ
の
数
カ
月
、
参
議
院
選

挙
、
予
定
外
の
東
京
都
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
、
高
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
知
事
選
挙
は
小
池

百
合
子
氏
が
圧
勝
し
、
初
め

て
の
女
性
都
知
事
が
誕
生
し

ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
は
報
告
に

も
あ
る
よ
う
に
、
改
憲
勢
力

が
三
分
の
二
を
確
保
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
国
会

運
営
や
、
憲
法
の
改
正
と
い

う
現
実
を
見
て
み
れ
ば
、
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
少
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、

そ
う
で
も
な
い
よ
う
な
気
も

し
て
き
ま
す
。

安
倍
政
権
が
何
が
何
で
も

勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
沖
縄
県
・
福
島
県
で
現
職

大
臣
が
大
差
で
敗
れ
る
と
い

う
事
実
。

秋
の
国
会
で
目
玉
と
な
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
関
わ
り
の
深

い
、
東
北
・
北
海
道
で
野
党

統
一
候
補
が
勝
利
。

こ
の
事
だ
け
を
見
て
も
安

倍
政
権
が
安
泰
か
と
言
え
ば

そ
う
で
も
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

東
京
都
で
は
民
進
党
が
二

議
席
、
愛
知
県
で
は
、
四
議

席
中
二
議
席
が
民
進
党
、
と

こ
ろ
が
大
阪
で
は
現
職
議
員

を
次
々
点
で
落
と
し
次
点
者

に
十
一
万
票
も
離
さ
れ
る
と

い
う
惨
敗
と
な
り
ま
し
た
。

候
補
者
の
能
力
よ
り
も

「
党
」
の
不
人
気
が
こ
の
よ

う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
大
阪
で
の
民
進
党
の

惨
敗
。
こ
れ
に
は
ハ
ッ
キ
リ

し
た
原
因
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
十
年
余
、
大
阪
維
新

の
会
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
大

阪
市
会
議
員
が
全
滅
し
、
私

た
ち
と
関
係
の
深
か
っ
た
議

員
が
落
選
し
、
働
く
も
の
の

声
を
反
映
す
る
議
員
が
居
な

く
な
り
、
日
常
的
な
政
治
活

動
が
大
阪
市
の
中
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
家
は
、
当
選
す
れ
ば

次
の
選
挙
に
向
け
て
闘
い
を

始
め
て
い
る
わ
け
で
、
支
持

す
る
議
員
の
い
な
い
選
挙
区

ほ
ど
、
み
じ
め
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
参
議
院
選
挙

は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
体
制
や
準
備
を
し

て
選
挙
に
臨
む
の
が
本
来
の

姿
で
す
。

党
の
政
策
を
国
会
議
員
と

セ
ッ
ト
し
て
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
支
持
を
得
る
役
割
の

地
元
の
議
員
が
い
な
い
事
は

致
命
的
な
こ
と
で
す
。

今
後
、
民
進
党
は
、
大
阪

で
議
席
を
獲
得
す
る
の
は
容
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盆
を
迎
え
て
思
う
事

諦
め
な
け
れ
ば
勝
利
で
き
る
！



易
で
は
な
く
、
三
十
年
く
ら

い
の
ス
パ
ン
で
一
人
ず
つ
議

員
を
増
や
し
て
い
く
努
力
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

戦
後
七
十
一
年
、
何
か
し

ら
世
の
中
が
変
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

改
革
す
る
事
や
変
化
す
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

日
本
の
常
識
や
当
た
り
前
の

事
が
、
少
し
ず
つ
壊
れ
て
い

く
よ
う
な
感
じ
で
す
。

違
憲
訴
訟
原
告

中
村
吉
政

七
月
二
十
七
日
に
エ
ル
お

お
さ
か
で
開
催
さ
れ
た
【
日

韓
交
流
事
業
２
０
１
６
】

「
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
締
結

か
ら
６
３
年
、
停
戦
協
定
を

平
和
協
定
に
か
え
よ
う
東
ア

ジ
ア
の
平
和
に
む
け
て
」
と

題
し
て
日
韓
平
和
連
帯
の
主

催
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
集

会
で
配
布
さ
れ
、
山
元
委
員

長
が
日
韓
平
和
連
帯
共
同
代

表
の
立
場
で
報
告
さ
れ
た
記

事
を
紹
介
し
ま
す
。
。

当
日
は
、
韓
国
か
ら
キ
ム
・

ウ
ン
ジ
ン
韓
国
反
戦
平
和
国

民
行
動
執
行
委
員
長
が
来
阪

さ
れ
、
「
停
戦
協
定
を
平
和

協
定
に
か
え
よ
う
東
ア
ジ
ア

の
平
和
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
安
倍
政
権

の
戦
争
法
案
に
対
す
る
国
民

の
闘
い
、
大
阪
で
の
闘
い
が

細
か
く
時
系
列
で
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
港
合
同
機
関
紙
へ

の
掲
載
依
頼
を
報
告
の
前
に

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

報
告
を
聞
き
、
改
め
て
組
合

員
を
は
じ
め
、
広
く
、
多
く

の
人
に
見
て
い
た
だ
く
記
事

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

１

安
倍
政
権
の
「
安
保
関

連
法
」
強
行
採
決
と
人
民
の

闘
い

【
１
】
「
戦
争
を
さ
せ
な
い

一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
大
阪
」

の
立
ち
上
げ

二
〇
一
四
年
七
月
、
安
倍

内
閣
は
「
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
」
の
閣
議
決
定
を

行
い
、
安
保
関
連
法
の
一
括

改
正
を
打
ち
出
し
、
国
会
の

特
別
委
員
会
で
論
議
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
中
央

の
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

全
国
各
都
道
府
県
で
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委

員
会
」
の
立
ち
上
げ
を
提
起

し
、
憲
法
違
反
の
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
容
認
」
と
そ

れ
に
基
づ
く
安
保
関
連
法
」

の
成
立
を
阻
止
す
る
運
動
を

呼
び
か
け
た
。

①
大
阪
で
は
、
二
〇
一
四
年

十
一
月
九
日
「
戦
争
あ
か
ん
！

基
地
い
ら
ん
！
関
西
集
会

（
大
阪
城
野
外
音
）
に
て
、
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「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
と

憲
法
改
正
を
許
さ
な
い

日
韓
平
和
連
帯
共
同
代
表

山
元
一
英



「
戦
争
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇

人
委
員
会
・
大
阪
」
の
結
成

が
宣
言
さ
れ
た
。

②
同
時
期
、
保
守
右
派
と
し

台
頭
し
て
き
た
「
大
阪
維
新

の
会
」
は
、
大
阪
都
構
想
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
実

施
す
る
と
し
、
大
阪
で
は
都

構
想
反
対
の
取
組
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

約
四
か
月
間
、
市
民
団
体

と
超
党
派
の
維
新
勢
力
が

「
都
構
想
反
対
」
で
一
致
し
、

大
衆
運
動
が
取
組
ま
れ
、
僅

差
で
反
対
派
が
勝
利
し
、
維

新
代
表
の
橋
下
市
長
は
辞
任

し
ま
し
た
。

③
住
民
投
票
が
終
わ
り
、
二

〇
一
五
年
五
月
か
ら
「
安
保

関
連
法
案
」
反
対
の
運
動
が

本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
六
日
、
「
戦
争
さ
せ

な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・

大
阪
」
の
呼
び
か
け
人
・
事

務
局
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、

共
同
代
表
、
事
務
局
体
制
が

確
認
さ
れ
、
一
〇
〇
〇
人
委

員
会
と
し
て
の
取
組
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

☆
六
月
十
一
日
、
「
戦
争
法

案
を
あ
ば
く
六
・
十
一
緊
急

学
習
会
」
を
集
団
的
自
衛
権

違
憲
訴
訟
の
会
」
と
共
に
主

催
す
る
（
一
二
〇
名
結
集
）

☆
六
月
二
十
日
、
「
一
〇
〇

〇
委
員
会
関
西
集
会
」
を
奈

良
で
開
催
（
一
二
〇
名
結
集
）
。

☆
七
月
六
日
、
一
〇
〇
〇
人

委
員
会
、
平
和
セ
ン
タ
ー
主

催
に
よ
る
「
戦
争
法
案
を
廃

案
に
！
大
阪
大
集
会
を
エ
ル
・

シ
ア
タ
ー
で
行
っ
た
（
九
〇

〇
名
）
。

【
２
】
戦
争
法
反
対
の
「
総

が
か
り
行
動
」
の
形
成

①
中
央
で
は
、
「
戦
争
さ
せ

な
い
・
九
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
」
が
立
ち
上
が
り
、

国
会
前
で
の
木
曜
行
動
が
開

始
さ
れ
、
回
を
追
う
ご
と
に

数
千
人
か
ら
数
万
人
の
人
々

が
結
集
し
、
運
動
は
急
速
に

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
八
月
三
十
日
に
国
会

前
で
十
万
人
、
全
国
で
百
万

人
が
結
集
す
る
大
集
会
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

②
大
阪
で
も
、
シ
ー
ル
ズ
関

西
を
始
め
、
様
々
な
市
民
が

自
主
的
に
団
体
を
立
ち
上
げ
、

街
宣
、
集
会
等
、
至
る
所
で

反
対
運
動
は
高
揚
し
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
様
に
運
動
が
活
性
化

す
る
中
で
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
は
、
運
動
を
さ
ら
に
大
き

く
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
、

七
月
下
旬
、
共
産
党
系
の

「
大
阪
憲
法
会
議
」
と
「
一

〇
〇
〇
人
委
員
会
」
の
事
務

局
と
の
間
で
、
三
万
人
集
会

を
開
催
し
よ
う
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
、
中
央
の
総

が
か
り
行
動
に
呼
応
し
、
大

阪
で
も
八
・
三
〇
集
会
を
持

つ
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

☆
実
行
委
員
会
は
、
八
月
三

日
、
八
日
、
二
四
日
と
精
力

的
に
持
た
れ
ま
し
た
。

憲
法
会
議
、
新
婦
人
、
シ
ー

サ
ー
ネ
ッ
ト
、
と
め
憲
ネ
ッ

ト
、
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
、

政
党
の
市
民
団
体
、
シ
ー
ル
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ズ
関
西
等
が
結
集
し
、
集
会

が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

③
「
戦
争
法
廃
止
！
大
阪
総

が
か
り
集
会
」
は
、
主
催
者

発
表
二
万
五
千
人
で
し
た
が
、

道
路
に
も
会
場
（
扇
町
公
園
）

に
入
れ
ぬ
人
々
で
あ
ふ
れ
か

え
る
状
況
で
、
大
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

「
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・

大
阪
」
に
結
集
す
る
労
組
も
、

積
極
的
な
参
加
を
行
い
ま
し

た
。大

阪
で
三
万
人
が
結
集
し
、

全
国
で
も
百
万
人
が
立
ち
上

が
っ
た
の
は
、
六
十
年
安
保

以
来
と
言
わ
れ
、
「
戦
争
が

出
来
る
国
」
へ
の
危
機
意
識

は
、
日
本
民
衆
の
健
全
な
良

心
を
示
す
も
の
で
し
た
。

④
そ
の
後
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
は
、
シ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
、

平
和
人
権
セ
ン
タ
ー
主
催
で

例
年
行
っ
て
き
た
「
戦
争
あ

か
ん
！
基
地
い
ら
ん
！
関
西

集
会
を
九
月
十
三
日
、
中
之

島
中
央
公
会
堂
で
開
催
し
、

一
・
二
階
が
満
杯
と
な
る
一

三
〇
〇
人
の
結
集
を
得
て
、

成
功
裏
に
終
え
ま
し
た
。

【
３
】
労
組
に
よ
る
「
時
限

ス
ト
」
の
実
施

様
々
な
グ
ル
ー
プ
・
団
体

の
運
動
に
、
組
合
所
属
の
労

働
者
や
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
国

会
前
行
動
に
も
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
一
〇
〇
〇
人
委
員
会

に
結
集
す
る
組
合
員
が
参
加

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
単
産
・

単
組
と
し
て
の
独
自
の
取
組

み
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
日
建
連
帯
労
組
や
全
港

湾
労
組
の
中
で
は
、
労
組
と

し
て
戦
争
法
案
を
廃
案
に
す

る
ス
ト
ラ
イ
キ
行
動
を
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
、
時
限
ス
ト
ラ
イ

キ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
九
月
十
一
日
、
生
コ
ン
関

連
六
労
組
が
一
時
間
以
上
の

時
限
ス
ト
を
実
施
。

関
西
生
コ
ン
関
連
六
労
組
・

生
コ
ン
政
策
協
議
会
（
連
帯
、

建
交
労
、
生
コ
ン
産
労
、
全

港
湾
大
阪
、
近
畿
圧
送
労
組
、

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
）
は
、
戦
争

法
反
対
行
動
の
一
環
と
し
て
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
抗
議
行

動
に
取
組
む
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
程

度
の
統
一
行
動
を
行
う
か
に

つ
い
て
は
、
労
組
間
で
温
度

差
が
あ
り
ま
し
た
。

生
コ
ン
産
業
で
は
日
々
雇

用
労
働
者
が
多
い
た
め
、
九

時
ま
で
の
早
出
を
拒
否
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

連
帯
と
全
港
湾
は
、
早
出

拒
否
の
労
働
者
を
中
心
に
地

域
で
街
宣
行
動
を
お
こ
な
う

と
し
ま
し
た
。

②
全
港
湾
は
、
九
月
九
日
か

ら
十
日
に
か
け
て
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
九
月
十
八
日

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
の
全
港

で
、
三
十
分
の
時
限
ス
ト
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
阪
支
部
は
、
各
職
場
で

始
業
時
か
ら
時
間
内
に
食
い

込
む
抗
議
集
会
を
指
示
す
る

と
共
に
、
各
企
業
に
そ
の
旨

を
通
告
し
ま
し
た
。
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同
時
に
、
大
正
内
港
で
は

午
前
八
時
十
五
分
か
ら
四
五

分
ま
で
、
港
湾
第
二
セ
ン
タ
ー

前
で
抗
議
ス
ト
ラ
イ
キ
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
（
七
十

名
参
加
）

２

可
決
し
た
「
戦
争
法
」

と
廃
止
に
む
け
た
闘
い

【
１
】
「
戦
争
法
廃
止
」
の

運
動
と
「
総
が
か
り
行
動
」

継
続九

月
十
九
日
、
参
議
院
本

会
議
で
安
倍
自
公
連
立
政
権

は
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
を

強
行
可
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
民
衆
は

「
戦
争
す
る
国
」
に
反
対
し
、

戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
た
運

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

中
央
の
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
は
、
「
総
が
か
り
行
動
」

を
継
続
し
、
毎
月
一
九
日
を

統
一
行
動
日
と
決
定
し
、
国

会
前
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
戦
争
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇

人
委
員
会
・
大
阪
」
も
戦
争

に
つ
な
が
る
反
動
政
策
に
反

対
す
る
市
民
団
体
と
共
に
、

運
動
を
継
続
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

①
大
衆
集
会

☆
十
一
月
五
日
（
木
）
ク
レ

オ
西
に
お
い
て
、
戦
争
あ
か

ん
ロ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
、
一

〇
〇
〇
人
委
員
会
・
大
阪
、

シ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
、
違
憲
訴

訟
の
会
の
主
催
四
団
体
で
、

憲
法
学
者
の
小
林
節
氏
を
講

師
に
、
「
戦
争
法
廃
止
」
を

求
め
る
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

②
「
集
団
的
自
衛
権
違
憲
訴

訟
」
の
取
り
組
み

戦
争
法
の
可
決
成
立
に
伴
っ

て
、
「
違
憲
訴
訟
」
が
全
国

的
に
準
備
さ
れ
、
原
告
団
の

一
員
と
な
る
こ
と
が
呼
び
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。

一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
大

阪
と
し
て
も
、
積
極
的
な
取

り
組
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

③
「
二
〇
〇
〇
万
人
署
名
」

運
動

☆
二
〇
一
六
年
一
月
三
十
一

日
「
戦
争
法
廃
止
！
二
〇
〇

〇
万
人
署
名
大
集
会
」
を
Ｐ

Ｌ
Ｐ
会
館
に
て
開
催
し
、
中

央
「
総
が
か
り
行
動
」
か
ら

提
起
さ
れ
て
い
る
「
戦
争
法

廃
止
！
全
国
二
〇
〇
〇
万
人

署
名
」
の
取
り
組
み
開
始
集

会
と
し
ま
し
た
。

中
央
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
福
島
事
務
局
長
を
招
き
、

戦
争
法
廃
止
に
向
け
た
中
央

の
取
り
組
み
と
、
闘
い
の
意

義
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
ま

し
た
。
（
百
五
十
名
の
参
加
）

☆
統
一
署
名
は
大
阪
三
万
枚

と
な
り
、
民
進
党
一
万
枚
、

社
民
党
六
千
枚
、
緑
の
党
四

千
枚
、
新
社
会
党
二
千
枚
、

無
所
属
市
民
派
二
千
枚
、
街

宣
用
六
千
枚
と
し
ま
し
た
。

☆
六
月
段
階
で
、
全
国
の
署

名
者
数
は
千
三
百
筆
を
超
え

た
と
の
報
告
。

④
総
が
か
り
と
し
て
の
統
一

行
動
の
取
り
組
み

☆
中
央
で
の
、
毎
月
十
九
日

の
統
一
行
動
に
合
わ
せ
大
阪
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で
の
統
一
行
動
を
、
三
月
か

ら
開
始
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

大
阪
憲
法
会
議
、
一
〇
〇

〇
人
委
員
会
・
大
阪
、
市
民

団
体
の
三
団
体
が
持
ち
回
り

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
三
月
十
九
日
、
大
阪
府
下

一
〇
四
カ
所
で
、
二
〇
〇
〇

万
署
名
一
斉
街
宣
行
動
（
五

四
九
八
筆
）

☆
四
月
十
九
日
、
難
波
駅
前

街
宣
行
動
（
責
任
団
体
・
憲

法
会
議
、
五
〇
名
参
加
）

☆
五
月
十
八
日
、
天
満
橋
駅

前
街
宣
行
動
（
五
〇
名
）
及

び
戦
争
法
廃
止
集
会
（
二
〇

〇
名
）

☆
六
月
十
九
日
、
シ
ー
ル
ズ

関
西
主
催
（
雨
天
の
た
め
中

止
）

☆
七
月
十
九
日
、
ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ
前
街
宣
（
市
民
団
体

主
催
）

【
２
】
沖
縄
・
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
と
の
結
合

沖
縄
の
翁
長
知
事
を
先
頭

に
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対

の
闘
い
は
、
安
倍
政
権
と
の

全
面
対
決
の
様
相
を
呈
し
、

全
国
的
な
支
援
運
動
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
、

二
月
二
十
一
日
「
辺
野
古
全

国
統
一
行
動
」
が
提
起
さ
れ
、

大
阪
で
の
取
り
組
み
を
、
戦

争
法
の
廃
止
と
結
合
し
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
二
月
八
日
、
平
和
人
権
セ

ン
タ
ー
、
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
・
大
阪
、
シ
ー
サ
ー
ネ
ッ

ト
の
事
務
局
会
議
を
持
ち
、

「
２
・
２
１
戦
争
法
廃
止
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
撤
回
」

街
宣
集
会
の
取
り
組
み
を
決

定
し
ま
し
た
。

②
「
２
・
２
１
戦
争
法
廃
止
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
撤
回
！

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前
関
西
大

行
動
」
に
は
、
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
や
辺
野

古
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
市
民

団
体
が
約
四
〇
〇
名
結
集
し
、

一
時
間
に
わ
た
る
辺
野
古
連

帯
街
宣
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
沖
縄
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
の
稲
森
代
表
が
来

阪
さ
れ
、
現
地
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

③
３
・
２
７
「
廃
止
し
よ
う

戦
争
法
！
止
め
よ
う
辺
野
古

新
基
地
建
設
！
」
関
西
集
会

沖
縄
の
稲
嶺
市
長
と
青
木

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
と
対
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
政
府
と
沖
縄

県
と
の
間
の
訴
訟
は
一
旦
取

り
下
げ
、
水
面
埋
め
立
て
工

事
は
中
断
さ
れ
る
事
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
間
の
、
沖
縄
県
民
挙

げ
て
の
非
暴
力
抵
抗
闘
争
と

全
国
の
支
援
に
よ
り
、
政
府

を
し
て
い
っ
た
ん
休
戦
状
態

に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
評
価

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
反
動
勢
力
は
辺

野
古
新
基
地
建
設
を
あ
き
ら

め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
更
な

る
本
土
の
支
援
体
制
を
固
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
一
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四
〇
〇
名
の
参
加
）

【
３
】
野
党
共
闘
と
参
議
院

選
挙
（
六
月
二
十
二
日
告
示
、

七
月
十
日
投
票
）

戦
争
法
廃
止
の
運
動
の
広

が
り
を
受
け
て
、
第
二
四
回

参
議
院
選
挙
は
、
野
党
共
闘

の
前
進
を
促
し
ま
し
た
。

民
進
、
共
産
、
社
民
、
生

活
の
野
党
四
党
は
、
全
国
三

十
二
の
一
人
区
で
統
一
候
補

を
立
て
、
自
公
政
権
と
野
党

四
党
の
対
決
構
図
を
つ
く
り
、

市
民
運
動
と
結
合
し
選
挙
戦

が
闘
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
自
民
・
公
明
・

大
阪
維
新
の
改
憲
勢
力
が
、

議
席
の
三
分
の
二
を
占
め
る

と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
が
、
三
十
二
の
一
人

区
で
は
十
一
選
挙
区
で
野
党

統
一
候
補
が
勝
利
し
、
野
党

共
闘
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
。し

か
し
比
例
区
で
は
、

「
イ
タ
リ
ア
の
オ
リ
ー
ブ
の

木
（
統
一
名
簿
方
式
）
」
が

実
現
で
き
ず
、
野
党
小
政
党

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
共
産

党
以
外
は
議
席
を
の
ば
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
、
大
阪
（
四
議
席
）

兵
庫
（
三
議
席
）
の
複
数
区

で
、
民
進
党
と
共
産
党
の
統

一
候
補
が
実
現
し
て
い
れ
ば
、

野
党
の
議
席
が
と
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
更
な

る
野
党
共
闘
の
前
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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非
核
平
和
行
進
や
り
ま
し
た

原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
に
む
け
て
、
今
年

も
非
核
平
和
行
進
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

南
大
阪
エ
リ
ア
で
は

例
年
の
半
分
に
デ
モ

コ
ー
ス
を
短
縮
。
磯

路
中
央
公
園
か
ら
天

保
山
公
園
ま
で
一
時

間
一
〇
分
を
デ
モ
。

集
会
で
は
戦
争
法
、

改
憲
、
沖
縄
、
原
発

な
ど
安
倍
政
権
の
危

険
な
動
き
に
抗
議
と

闘
い
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
港
合
同
か
ら

は
玉
置
事
務
局
長
が

大
空
襲
を
語
る
集
い

へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
（
写
真
右
）

磯路中央公園での集会


